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、鶏肉、、たまご、の共進会

矛1回目の大村市畜産生産物共進会が、 1月z1日と28日の

両日、中央公民館で行なわれました。

これは最近の畜産生産物の需用の増大に とも友い、市内で

のブロイラー(鶏肉)と鶏卵の生産も盛んに在っているので

これらの生産をさらに盛んにするため行なったものです。

審
査
の
概
要

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
部
で
は
出
品

点
数
二
十
六
点
で
生
体
検
査

体
重
測
定
で
は
鶏
種
に
応
じ

た
発
育
を
示
し
、
解
体
検
査

の
結
果
も
肉
付
、
肉
質
も
良

好
で
し
た
。

…
市
内
で
も
.
こ
ん
な
り
っ
ぱ
な

…
鶏
肉
や
た
ま
ご
が
生
産
さ
れ
て

…い
ま
す
(
芳

一回
共
通
会
会
場
で
)

O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

鶏
卵
の
部
で
は
出
品
点
数
叫

十
八
点
で
、
新
鮮
度
が
高
く
ゆ

汚
染
さ
れ
た
卵
も
少
左
く
、

切

粒
も
そ
ろ

っ
て
い
ま
し
た
。

残
念
左
こ
と
に
治
治
き
す

ぎ
る
卵
が
多
く
、
一

般
に
好

ま
れ
る
大
き
さ
の

も
の
が
少

な
か
っ
た
。

(
審
査
長
西
川
義
敏
)

秀
に
入
賞
し
た
人

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
部

マ
武
藤
幸
子

マ
伊
藤
仁

マ
日
高
秋
実

鶏
卵
の
部

マ
入
口
春
雄

マ
松
田
昇

マ
豊
田
靖
雄

。

× 

新
し
い
消
防
署
を
つ
く
る
た
め
に

× 

消
防
審
議
会
条
例
を
可
決

一
月
臨
時
市
議
会
で

× 

こ
の
た
び
、
消
防
組
織
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
大

村
市
で
も
常
設
の
消
防
署
を
設
け
・
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
な

p
ま
し
た
の
で
、
一
月
ご
+
八
日
開
か

れ
た
臨
時
市
議
会
で
H

大
村
市
消
防
本
部
及
び
消
防

署
設
置
条
例
H

と
H

大
村
市
消
防
審
議
会
条
例
H

が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
大
村
市
に
も
昭

和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
常

設
の
消
防
署
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
き
ま
り
、
ま
た
、

こ

れ
に
伴
左
う
消
防
事
務
を
円

滑
に
す
る
た
め
、
消
防
審
議

会
が
設
け
ら
れ
て、

市
長
の

諮
問
に
も
と
十
い

て、

つ
ぎ

の
よ
う
な
事
項
を
審
議
す
る

こ
と

に
な

b
ま
し
た
。

①
消
防
団
の
組
織
に
関
す
る

守)
ム」。

②
消
防
本
部
、
消
防
署
設
置

に
伴
な
う
重
要
友
こ
と
。

な
お
、
こ
の
審
議
会
の
委

員
は

二
十
名
以
内
で
組
織
さ

れ
、
そ

の
委
員
は
市
議
会
議

員
、'
市
消
防
団
団
員
、
市
職

員
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の

う
ち
か
ら
、
市
長
が
任
命
す

， -
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任園
者乙
試種
験危
が険
あ物
り取
ま扱
す長主
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県
の
乙
種
危
険
物
取
扱
主

任
者
試
験
(
才
一
類
・
才
四

類
)
が
つ
ぎ
の
要
領
で
行
程

わ
れ
ま
す
。

マ
受
験
資
格

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

受
験
を
希
望
す
る
類
の
危

険
物
の
実
務
経
験
が
六
カ

月
以
上
あ
る
人

マ
試
験
の
日
時

三
月
十
四
日
、
午
前
九
時

三
十
分
よ
り

マ
試
験
の
場
所

長
崎
市
・
佐
世
保
市
・
諌

早
市
・
福
江
市
・
郷
ノ
浦

町
・
厳
原
町

試
験
は
希
望
す
る
場
所
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
受
験
手
続

受
験
願
書
は
大
村
市
消
防

本
部
に
あ
り
ま
す

ν

願
書
の
堤
出
先
は
県
総
務

部
地
方
課
で
、
受
付
期
限

は
二
月
二
十
日
ま
で
で
す

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
の

消
防
本
部
へ
お
た
守
ね
く

だ
さ
い
。

産
業
開
発
青
年
隊
員
の
募
集

産
業
開
発
青
年
隊
は
昭
和

二
十
八
年
に
発
足
し
、
青
年

隊
の
治
こ
り
は
、
集
団
組
織

を
も
っ
て
、
国
土
開
発
ま
た

は
地
域
産
業
開
発
に
挺
身
し

よ
う
と
し
た
地
域
青
年
の
自

主
的
青
年
運
動
か
ら
め
ば
え

た
も
の
で
す
。

修
了
生
は
六
千
二
百
名
を

こ
え
、
国
内
で
は
主
に
建
設

事
業
の
技
術
者
と
し
て
、
ま

た
一
部
は
海
外
で
活
躍
し
て

治
b
、
好
評
を
博
し
て
い
ま

す。
募
集
期
限
は
二
月
二
十
八

日
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

市
の
土
木
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

圃
少
年
剣
道
大
会

竹
松
部
隊
で
は
二
月
二
十

一
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
市
内
の
少
年
達
に
よ
る
剣

道
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
市
内
二
十

五
チ

l
ム
約
二
百
名
の
少
年

剣
士
が
集
ま
り
、
隊
内
の
練

心
館
で
優
勝
旗
を
争
う
。

ま
た
、
一
般
市
民
に
部
隊

内
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
多

数
ご
見
学
ご
声
援
く
だ
さ
い

-
薪
材
の
公
売

物
件
所
在
地
市
内
諏
訪
郷

字
狸
ノ
尾
市
有
林
内

数
量

一
号

約
一
、
六
三
六
本

約
一
四
、
七
石

約
四
、
三
五
八
本

約
一
七
、
二
石

約
三
、
四
九

O
本

約
一
八
、
三
石

約
二
、

O
四
九
本

約
一
五
、
一
石

※
い
や

J

れ
も
雑
木
で
伐
倒
済

で
す
。

号号
四
民
守

現
場
説
明

二
月
十
五
日
午
前
九
時
三

十
分
狸
ノ
尾
溜
池
堤
防
で

行
左
い
ま
す
。

入
札
日
時
二
月
十
五
日

午
後
二
時
よ
り
二
時
三
十

分
ま
で
の
あ
い
だ
に
行
な

い
ま
す
。

入
札
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
額
の
五

分
以
上
の
現
金

な
語
、
入
札
当
日
は
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
大
村
市
役

所
農
林
課
へ
問
い
合
せ
て
下

さ
い
。

-
加
算
思
給
〉
扶
助
料

の
履
歴
申
立
書
を
未
提

出
の
か
た
は
早
め
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い

旧
軍
人
軍
属
(
判
任
文
官

以
上
〉
の
身
分
が
あ
っ
た
か

た
で
、
昭
和
三
十
七
年
の
思

給
ま
た
は
扶
助
料
の
請
求
を

す
る
た
め
の
履
歴
申
立
書
を

ま
だ
出
し
て
い
な
い
か
た
が

あ

b
ま
し
た
ら
、
年
令
に
関

係
な
く
い
ま
す
ぐ
保
険
年
金

課
へ
治
出
し
く
だ
さ
い
。

園
北
海
道
冷
害
へ
見
舞
金

市
青
年
団
連
絡
協
議
会
は

北
海
道
冷
害
見
舞
金
と
し
て

金
五
千
円
を
寄
託
さ
れ
ま
し

た。圃
支
度
資
金
の
貸
付

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
今
年
三
月
中
学
校
を
卒
業

し
就
職
す
る
人
で
就
職
の
支

度
に
治
困
り
の
方
に
支
度
資

金
を
貸
付
け
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
就
職
証
明

書
を
そ
え
て
民
生
委
員
を
通

じ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

申
込
用
紙
は
市
役
所
内
の

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に

あ
b
ま
す
。

貸
付
限
度
五
千
円

返
還
方
法
つ
ぎ
の
月
か
ら

月
賦
五
百
円
払
(
十
回
払
)

l
l県
政
懇
談
会

l
l
|

県
で
は
県
政
に
つ
い
て
の

県
民
み
な
さ
ん
の
意
見
を

き
く
た
め
、
県
知
事
や
関

係
部
課
長
が
出
席
し
て
県

政
懇
談
会
を
つ
ぎ
の
と
ゐ

り
開
く
こ
と
に
左

b
ま
し

た
。
一
人
で
も
多
く
参
加

し
て
県
政
に
つ
い
て
の
意

見
を
告
き
か
せ
く
だ
さ
い

マ
と
き
二
月
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

マ
場
所

'市
中
央
公
民
館

，

ー

l
l交
通

止

|

|

馬
場
先
波
止
の
道
路
舗
装

工
事
の
た
め
、
二
月
四
日

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
、

馬
場
先
波
止
の
道
路
は
交

通
止
と
な

b
ま
す
。

主I


